
単独
6.7％

公共・直轄
7.2％

税収関連
法定経費
17.5％

公債費
15.5％

扶助費
9.0％

警察
5.3％

知事
4.5％

教育
15.2％

その他政策経常費
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その他0.2％
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資
的
経
費
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4
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％

義
務
的
経
費
　5

0
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％

人
件

費
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％

歳 出

災害復旧費0.7％

県税
40.0％

地方消費税
精算金
11.4％

地方交付税
11.4％

国庫支出金
9.8％

通常債
5.7％

臨時財政
対策債
6.5％

その他
6.3％

使用料及び手数料1.4％ 緒収入1.9％

依
存
財
源
　3

8
.7

％

自
主
財
源
　6

1
.3

％

歳 入

地方譲与税5.1％

地方特例交付金0.1％ 交通安全対策特別交付金0.1％

分担金及び負担金0.3％

県
債
　1

2
.2

％

　平成29年度の一般財源総額は、税制改正の影響等により県税の
減収が見込まれることから、28年度当初予算から140億円程度、下
回るものと見込まれます。歳出面では、社会保障関係費、公債費な
どの義務的経費の増加が見込まれ、政策的経費に充てられる財源が
限られる中、極めて厳しい財政環境下での予算編成となりました。

平成29年度当初予算
一般会計　1兆2,058億円

当初予算の概要
■予算の規模

■歳入歳出予算の構成

予算編成の方針
方針１｠『ジャパニーズ・ドリーム』の展開と発信
戦略１≫　スポーツの聖地づくりとスポーツ王国しずおかの復活
・サイクリストの聖地に向けた裾野の拡大

　や快適な走行環境づくり

・国体上位入賞や五輪選手輩出を目指した

　ジュニアアスリートの発掘・育成

戦略２≫　世界水準の次世代産業の展開
・医療健康、食品、光・電子、ＣＮＦ

・農業分野における先端技術を活用した研究開発

戦略３≫　世界に開かれた観光・通商・外交の実践
・観光、産業分野等における海外需要の取り込みを通じた「稼ぐ力」の向上

・マーケティング戦略に基づく県産品のブランド力強化、販路開拓

戦略４≫　世界クラスの資源の発信
・富士山、お茶など世界に誇る地域資源の磨き上げ

・豊かな自然、風土、歴史と調和する美しい景観の

　形成

戦略５≫　すべての子どもを大切にする社会づくり
・ひとり親家庭や生活困窮世帯の子どもへの学びの

　機会の提供

・官民共同による、外国人の子どもの日本語教育や

　高校生の海外留学などへの支援

●後期アクションプランを推進するための
　８つの重点取組
　①大規模地震への万全の備え

　②内陸のフロンティアを拓く取組

　③新成長産業の育成と雇用創造

　④エネルギーの地産地消

　⑤人口減少社会への挑戦

　⑥多彩な人材を生む学びの場づくり

　⑦健康寿命日本一の延伸

　⑧富士山を活かした地域の魅力づくり

しずおか健康まるごとプロジェクト

●健全な財政運営の堅持
●時代のニーズに的確に対応する機動的かつ能率的な
　組織づくり

方針２ “ふじのくに”づくりの総仕上げ

方針３ 将来を見据えた戦略的な行政運営

富士山世界遺産センター（仮称）

　歳入予算の構成は、約６割が、県が自

主的に確保できる収入である自主財源と

なっており、特に県税は歳入全体の４割

を占めています。

　歳出予算は、近年、医療や介護など社

会保障関係の経費が増加していることも

あり、人件費、公債費、扶助費といった

義務的経費が５割を超える高い割合とな

っています。

富士山

伊豆ベロドローム

　　区　分

　一 般 会 計

政令市移譲除き

H29年

12,058

12,416

H28年

12,409

12,409

増減

△351

7

（単位：億円）

　平成29年度は、「『ジャパニーズ・ドリーム』の展開と発信」、「“ふじの
くに”づくりの総仕上げ」、「将来を見据えた戦略的な行政運営」の3つの

方針のもと、総額1兆2,058億円の予算案が提出されました。

　政令市に移譲される

教職員の人件費等の影

響により前年度より

351億円減少となって

いますが、その影響を

除くと7億円の増加と

なっています。

有言実行　みんなとともに!!
小野達也
静岡県議会議員 静岡県政をもっと地域の身近に！

発行：静岡県議会議員 小野達也事務所

県政報告 No.17

〒414‐0002　静岡県伊東市湯川１‐６‐２
TEL.0557‐36‐2089  FAX.0557‐36‐2080
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●
　東海館

　●
清水銀行

湯川幼稚園
●

オレンジビーチ

　●
木下杢太郎記念館

至熱海

セブンイレブン　　
●

　　●
伊東駅前郵便局 ●

スルガ銀行

●
三島信用金庫

●
　　三島信用金庫

Ｐ

Ｐ伊東駅

小野達也事務所小野達也事務所小野達也事務所

TEL.0557‐36‐2089
〒414‐0002 静岡県伊東市湯川１‐６‐２　FAX.0557‐36‐2080

小野達也事務所

公式サイト www.ono-tatsuya.com/
E-mail  ono-tatsuya@bird.ocn.ne.jp

静岡県議会議員

小野達也 検索

県政・伊東市に対する皆さまのご意見、ご要望をお聞かせください。

約200名の経済団体関係代表者の方々
がご参集され、今年の干支にちなんだ
明るい話題が沢山ありました。

オ
レ
ン
ジ
ビ
ー
チ

マ
ラ
ソ
ン

１
月
14
日

新
春
賀
詞
交
歓
会

１
月
４
日

ゲストランナーには「猫ひろし」さん、
駒澤大学駅伝部から３名の現役選手が
出席し、華をそえていただきました。

土
地
改
良
事
業
推
進
議
連

視
察

２
月
10
日

静岡市・沼津市・伊豆の国市を視察い
たしました。国の予算と県予算を確保
し前向きに進めてまいります。

　例年、市内各所にて行っている県政報告会
を本年度は下記の日程にて予定しております。
　県政、小野達也の活動、宿題の成果・進捗
状況などのご報告をさせていただきます。
　何よりも、地域の皆さまの生の声を伺い、
地元の将来像を共有させていただく大切な機
会だと考えております。県政や伊東市に対す
る皆さまのご意見をぜひお聞かせください。

※予定が変更になる場合があります。あらか
じめご了承ください。

伊
東
地
区

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
第
３
団

Ｂ
Ｐ
祭

２
月
12
日

県
議
会 

産
業
委
員
会３

月
７
日

スカウトの活動が誰かの励みになり、
いつか自分にとって役立つと信じ、皆
でこれからも頑張りましょう。

「いとう漁協」の施設改修事業につい
ては、今回も状況確認を含めて質問い
たしました。

第
５
回

全
日
本
ま
く
ら
投
げ
大
会

２
月
18
日

常連の強豪チームがそろい白熱した対
戦が行われました。伊東の新しい歴史
を作って盛り上げていただきたいです。

い
と
う
漁
協
総
代
会３

月
17
日

魚市場の施設改修工事が始まります。
国・県と伊東市の補助金増額で漁協の
負担額が１億円以下に抑えられます。

伊
東
大
川
河
口
工
事
説
明

３
月
17
日

進捗状況、完成イメージや時期を地元
按針会の皆さんに説明しました。要望
があれば追加工事も検討いたします。

県
議
会
２
月
定
例
会
閉
会

３
月
16
日

新年度予算をはじめとした議案を２月
20日から全ての審議をつくし、原案
通り可決され閉会いたしました。

伊
東
高
等
職
業
訓
練
校

修
了
式

３
月
15
日

県議会産業委員会での質疑にて、職業
訓練校については時代に即した力強い
支援政策をお願いいたしました。

愛
媛
県
松
山
市
及
び

伊
方
原
子
力
発
電
所
視
察

２
月
22
日

■宇佐美地区　４月７日㈮　18時30分
　宇佐美コミュニティセンター

■泉地区　４月８日㈯　19時00分
　泉会館

■吉田地区　４月９日㈰　19時00分
　吉田区民会館

■富士見地区　４月11日㈫　19時00分
　富士見会館

■湯川・松原地区　４月12日㈬　19時00分
　松原温泉会館2F

■池地区　４月13日㈭　19時00分
　生涯学習センター池会館

■川奈地区　4月14日㈮　19時00分
　漁民の家

■荻・十足地区　４月16日㈰　18時30分
　生涯学習センター荻会館

■玖須美・新井地区　４月17日㈪　19時00分
　玖須美温泉会館芝の湯

■八幡野・赤沢地区　４月19日㈬　18時30分
　八幡野コミュティーセンター

■小室地区　４月21日㈮　19時00分
　小室コミュティーセンター

■富戸地区　４月22日㈯　19時00分
　富戸コミュニティセンター

■岡・鎌田地区　４月25日㈫　19時00分
　生涯学習センターひぐらし会館

28年度県政報告会

各地区の開催予定日時と会場

■松山市視察
　松山城と道後温泉本館などを訪問しました。
　観光交流・国際交流などについての説明、また松山城
関係については施設を案内していただきながら説明を受
けました。
　道後温泉においては平日にも関わらず沢山の方が情緒
ある街並みを楽しんでいらっしゃいました。
■四国電力伊方原子力発電所
　発電所の現況や発電システムについて詳細な説明を受
けました。
　現在稼働中の３号機発電所の内部に案内していただき、
燃料格納庫や使用済燃料プール建屋など、重要な施設を
見せて頂き安全管理等の説明をしていただきました。


